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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄物の発生抑制につとめ、建設副産物のリサイクル率の向上に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．環境に配慮した工事に努めます。

６ ．収集運搬車両の燃料使用量の削減に努めます。

７ ．受託産業廃棄物の再資源化への取組に努めます。

８ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

環境経営方針

2021年5月1日

　株式会社フジタは、一般建設業及び廃棄物処理事業を通じて社会に貢献するという企業
理念に基づき、環境に配慮した事業活動を継続的に推進することにより、地球環境の保全
に貢献し社会から一層信頼される企業を目指します。

藤田　政明

改定日：

制定日： 2018年10月1日

代表取締役社長
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社フジタ
代表取締役社長　藤田　政明

（２） 所在地
本　　　社 大阪府高石市西取石7丁目１４番３８号
泉北営業所 大阪府堺市小代７２３－１
高砂工場 大阪府高石市高砂３丁目３６－２

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 常務取締役 藤田 匡一 TEL：072-264-4558
担当者 総務 宮下　ゆきな TEL：072-264-4558

（４） 事業内容
(特別管理)産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業(中間処理)、建設業

（５） 事業の規模
法人設立
資本金
売上高 千円

従業員　　　　　 名 名 名 名

延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎥
㎥ うち再資源化量 ㎥

㎥
㎥ うち再資源化量 ㎥

2ｔコンテナ車 台

 4ｔコンテナ車 台
3ｔキャブオーバー 1 台
4ｔユニック 1 台

 4ｔダンプ 0 台
10ｔダンプ 2 台

合計 台
主要設備

台数 備考
破砕機（二軸破砕機） 基
振動篩機 1 基 15㎥/hr
風力選別機 1 基 15㎥/hr
破砕機（ジョークラッシャー） 1 基 600kg/hr
積み替え保管施設

㎡ ｍ3 ｍ
㎡ ｍ3

㎡ ｍ3

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社フジタ
対象事業所： 本　　　社

泉北営業所

高砂工場

対象外： なし
活動： (特別管理)産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業(中間処理)、建設業

25

(2021年度)

受託した産業廃棄物の処理量（2022年度）

1976年10月
3,500万円

台数 備　　考

4

2.51,192

車種

18

名称

名称

7 3

2023年4月30日

10

66,134
中間処理量

362 1192

積み上げ可能な高さ

収集運搬量

最終処分量 0

1

72,813

本　　　社 泉北営業所 高砂工場

832

合計
35

2386

55,231

施設の面積 保管上限
792

中間処理後の産廃の処分量 55,385 49,660

857,553

泉北営業所

4.1t/8hr
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□事業や製品（商品）の紹介

 

 

【会社概要】

廃棄物の収集・運搬・保管・分別・処理を各廃棄物にあった技術と

システムにより、お客様への契約マニフェスト情報のご提供・事務

処理をスピーディに行っています。平成23年にお陰様で創業35周年

を迎え、長年の実績に裏付けされたノウハウで徹底した廃棄物の再

資源化に努め、一層の環境保全をめざします。

【主要取引業種】

建設業、製造業、小売業、公官庁、漁業、金融リース業

【営業地域】

大阪府、京都府、奈良県、兵庫県、和歌山県、三重県、滋賀県

【土木・解体】

様々な用途に駆使できる重機及びアタッチメントにより、木造住宅

から中高層ビルまで、あらゆる解体工事に対応し、多様な実績を誇

っております。

【収集運搬】

小さなコンテナから大きなコンテナまで、あらゆる状況に対応出来

るよう、現場のニーズに合わせた車両を設置し、迅速な収集運搬を

実現致しております。安全対策には常日頃より慎重な取り組みを行

っております。

【中間処理】

「ゼロ・エミッション」に限りなく近づくための入口として、あら

ゆるニーズに対応する重要なプロセスです。マテリアル・リサイク

ル可能な物はもちろん、リサイクルをするための前処理を行ってい

ます。

5/13



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

宮下

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営レポートの承認

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

部門長

・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・環境経営レポートの確認

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

環境管理責任者

・環境管理責任者を任命

2023年4月30日

藤田 匡一

社長 藤田 政明

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

役割・責任・権限

環境事務局

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

代表者（社長）

・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

全従業員

・環境活動の実績集計

・環境経営方針の策定・見直し

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

営業部
田中

運輸部
藤田匡一（兼任）

泉北営業所
佐藤

高砂工場
原田

総務課
藤田 千里

解体土木
藤田匡一（兼任）
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　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

有 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
有 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
有 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
有 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
有 有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
有 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
有 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
有 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　特別管理産業廃棄物収集運搬業許可の内容

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
石
綿
等

無 無 ○
無 無 ○
無 無 ○
無 無 ○
無 無 ○

　　産業廃棄物処分許可の内容

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

金
属
く
ず

ゴ
ム
く
ず

○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和7年7月10日

令和9年2月7日

第02720021491号大阪府

事業の範囲

中間処理

平成30年7月11日

第02853021491号 令和4年1月28日 令和9年1月27日

京都府

許可番号

滋賀県
京都府

許可有効年月日

兵庫県 第02803021491号

第02950021491号

令和9年3月9日

許可有効年月日許可区域

廃棄物の種類

許可年月日

破砕

優
良
認
定

○
破砕・選別

許可区域

令和5年10月13日

大阪府

三重県

第02710021491号

許可番号

平成29年11月15日 令和6年11月5日

廃棄物の種類

積
替
保
管

許可年月日

平成28年11月12日 令和5年11月21日

令和11年12月18日奈良県 第02900021491号

優
良
認
定

奈良県

令和3年8月19日 令和10年8月18日

令和8年12月26日

和歌山県 第03050021491号 令和4年1月12日 令和9年1月11日

優
良
認
定

許可番号 許可年月日 許可有効年月日

令和6年5月31日

大阪府 第02750021491号

許可区域

令和3年12月27日

和歌山県 第03000021491号 平成29年6月5日

兵庫県

第02650021491号 令和4年3月10日

令和7年8月31日

令和4年12月19日

第02501021491号

第02400021491号 平成30年10月12日

廃棄物の種類
積
替
保
管

令和4年2月8日

堺市 第06710021491号 令和4年9月7日 令和11年8月31日

第02600021491号 平成29年2月1日
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□廃棄物処理フロー

一般廃棄物 計量 選別作業 減容処理
　　収集運搬 （プラ類）

選別作業 減容処理 有価物
（・・・・・・） （社外処理）

選別作業 減容処理
（ビン類）

不適物最終処分
（社外処理）

計量 行政引渡し

 

 
□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

受託収集運搬量 ㎥
受託中間処理量 ㎥
受託最終処分量 ㎥

L

㎥

㎥
※二酸化炭素排出係数0.334kg-CO2/kwh（2018年度　関西電力の調整後の係数）

※負荷の実績は工事現場を含む

※二酸化炭素総排出量には、LPG使用量も含まれています。

2021年 2022年

0

68,586

2020年
576,016 547,141

項　目

66,134

二酸化炭素総排出量 558,327

1,187
0

　一般廃棄物排出量 2160

68,302

0

廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量 32

0

31
総排水量 1,102

2,160 2,160

826

75,159 72,81375,623
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□環境経営目標及びその実績

✕

〇

〇

✕

〇

✕

※　LPGは湯茶用で使用量も少なく削減が困難であることから目標設定をしておりません。

□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

使用しない期間は省電力モードにする。

2018年

2022年

受託廃棄物のリサイク
ル率の向上

% 45%

・照明器具・空調機等の清掃 ○

650,164 637,161

取組結果とその評価、次年度の取組内容

124%

98%

2,009 2,160

17,727

2022年

1,9442,160

96%

2023年
（基準年)

17,103

529,320 630,659

（目標）

18,003 17,643

641,260

96%

kg-CO2

2018年

98%

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2

基準値 評
価

自動車燃料による二酸
化炭素削減

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2024年
（目標）

基準年度比

81%

624,158

（実績） （目標）

基準年度比

97%

基準年度比

kg

954

2,009

3月
3,564

878

行動目標（次項による）

取り組み計画

3,670

一般廃棄物の削減
93% 100%

4,2085,180 5,414 5,792 5,568
10月9月

3,829

○

859

668,167 654,804 547,047 647,942

95%

基準年度比

2018年

17,283

90%

基準年度比

環境に配慮した工事の
推進

92%

2018年 93%
67%

4,055

✕

53%

90%

51%

・OA機器の電源OFF、省電力化

数値目標

5,359

冬場においては、個々人の暖房器具の設置等に伴い増加して
しまい、累計としても僅かながら未達となってしまった。温
度管理なども含めて、単月・累計ともに達成できるように務
める。

○

12月11月
4,735 4,586 3,7843,564

○

kg-CO2

3,743 3,0754,715

2018年 95%
1,187

2月

3,499 4,420 5,272

水道水の削減 ㎥

2017年

1月8月

4,285 5,021

達成状況 取組結果とその評価

7月6月5月4月

・カーテンの利用等による遮蓄熱

5,238

達成状況

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

906

52%

4,393

上記二酸化炭素排出量合計

98%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

電力（kWh） 2018年 2022年

9/13



自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

業務無線を利用し効率的な作業を進めている。

2018年

2022年

2018年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

両面印刷により印刷量の削減に努めている。

2018年

2022年

9月 10月 12月

・業務無線の利用による効率的なルートで ○

3月

759

・定期的な整備による車両の適正維持

1月

1月 3月

・アイドリングストップ、省エネ運転 ○

682
886

832743

4月 5月

746

6月 7月

数値目標

180
180

180

18,671

昨年度とほぼ同量となった。削減に向けて資料の電子化等の
社内整備も進めていく。

9月 10月

940

19,820

△

・分別の徹底 △
・帳票見直しによる印刷物の削減

・リサイクル製品の購入の促進

数値目標

4月 5月 6月 7月

2月

22,319

474497 419848

180 180
180

20,013
2月12月

894

今年度はドライバーの増員もあったが、アイドリング時間の
削減や省エネ運転なども実施されており、単月・累計すべて
において達成出来た。引き続き継続させていく。

180

8月

○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

2月

〇

724

✕

8月

774

12,915

546 438589
831

594

180
180 180 180

7月 8月6月

20,444
20,064

180 180

取組結果とその評価、次年度の取組内容

4月 5月

9月

11月
180

21,488

達成状況

180
180

18,543

3月
180

△
・両面印刷等による印刷量の削減

180 180

17,989
17,996

14,919

△

12,461 15,122 17,153 20,742

710 640 658

14,050
19,975 19,301 18,480

569
11月

10月
24,027

180
180

18,514

180 180

1月
180

733

11月

12月

14,208 15,607

0

500

1,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

ガソリン（L) 2018年

0

10,000

20,000

30,000
軽油（L) 2018年

0

50

100

150

200

一般廃棄物（kg） 2018年 2022年
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受託廃棄物のリサイクル率の向上

取組紹介欄 選別機や手作業により廃棄物の選別を徹底している

水道水の削減

取組紹介欄

洗車前に泥等を落とし節水に努めている

2018年

2022年

環境に配慮した工事の推進

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

1月 2月
82 24 8228

・建設機械の自主検査の実施

○

○

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

対象家電の再商品化に必要な料金の支払い 
消防用設備の設置（中間処理工場）

排気ガス規制に適合した自動車の使用（収集運搬車両）
消防法
家電リサイクル法

○

・建設現場での振動・騒音等の定期的な監
視

取組結果とその評価、次年度の取組内容

建設リサイクル法

38 92

○
○

○

廃棄物処理法
適用される法規制

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

193

9月

分別解体等及び再資源化等の実施義務
収集運搬・中間処理業許可、処理基準、保管基準

遵守評価

○
○

・建設現場での分別の徹底

達成状況

自動車NOｘ・PM法

・洗車時の節水 △

10月

・工事開始・終了時間の厳守

205 36 169 29 129 27 164
160

6月 7月

近隣住民等からの苦情はなかった。今後も引き続き現在の取
り組みを継続する。

○

4月 5月
152

達成状況

○
・選別の徹底 ○

○

・リサイクル先の開拓 ○

達成状況

数値目標

5030 183 33

取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 慢性的な人数不足や繁忙期での選別の煩雑化なども見受けら

れたが、目標値はしっかりと達成できた。外的要因に左右さ
れないよう、社内の効率化(定期的なミーティングによる知
識増・意見交換)等も実施していき、より一層リサイクル率
を向上できるよう務める。

✕
・節水型トイレの利用

昨年と比べても達成出来ている月が増加した。取組を継続し
て行い、全ての月での達成に努める。

3月

25 149 26

11月 12月8月

35

〇
・排出先の分別徹底の依頼
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100

200

300
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水道水（㎥） 2018年
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□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 津波の発生
■実施日： ■実施場所：高石市商工会議所
■参加者： ■実施内容：

■評価： 緊急事態手順書の内容を全員で確認した。 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急時の連絡先を全員で確認している。

□代表者による全体の評価と見直し・指示
 実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

2023年5月1日
【前回の指示への取組結果】

・二酸化炭素や廃棄物の排出の削減等に努めている
が、改善の余地がある

・環境経営目標・環境経営計画を維持し、目標実現
のためさらなる努力をする

・利害関係者からの苦情・要請等はなかった
・環境上の問題点は発生していない

・現状の体制を維持し、よりコミュニケーションを
高めるよう努める

◇環境方針
・省エネの推進
・働きやすい環境の整備
・顧客満足度の向上

全員
令和4年7月22日

・津波訓練

外的要因(ドライバー増加・人手不足など)による未達も多く見られたが、それぞれの取組については、社員に定着し
てきているように感じる。社内行事やIT化など、会社としての取組も含めて、より一層目標達成に務める。

◇自社を取り巻く環境問題の変化
社会的な環境意識の向上により、廃棄物処理の適正
化への排出事業者等の要求が高まっている。
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□これまでの環境活動の紹介

手選別場所 混合ごみを流すコンベア

風塵機 選別後ごみをまとめているエリア
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